
ホテルフォレスター　リニューアルオープン！！

活汲中学校が全国リコーダーで最高賞　花村賞受賞！

まちの話題

今月の表紙　　津別小学校の新１年生～今日もおいしく給食いただきます！！

温故知新

仕事一筋、体力が勝負

達美　小野　良平さん



■
く
つ
ろ
げ
る
空
間

ホ
テ
ル
の
玄
関
を

一
歩
入
る
と
、
木
の

つ
べ
つ
に
ふ
さ
わ
し

く
、
い
た
る
と
こ
ろ

に
「
木
」
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
光
景
が

目
に
入
り
ま
す
。

ロ
ビ
ー
内
に
は
懐

か
し
い
品
々
が
置
か

れ
、
和
風
を
基
調
と

し
て
大
幅
に
改
装
し

た
客
室
や
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
、
ホ
テ
ル
周

辺
の
自
然
と
調
和
の

と
れ
た
空
間
が
広
が

っ
て
い
て
、
訪
れ
た

人
た
ち
が
の
ん
び
り

落
ち
着
け
る
温
か
み

の
あ
る
雰
囲
気
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

■
客
室

２
階
へ
の
階
段
を
上
が
る

と
廊
下
に
は
客
室
を
表
示
す

る
淡
い
光
の
「
ち
ょ
う
ち
ん
」

が
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

和
洋
室
は
、
従
来
の
２
つ

の
客
室
を
１
部
屋
に
大
き
く

改
装
し
て
、
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
げ
る
広
さ
を
確
保
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
畳
み
を
使
っ

た
ベ
ッ
ド
や
シ
ャ
ワ
ー
室
も

新
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

木の素材を生かし、やわらかく落ちつきのある空間

ホテルフォレスターは、昨年11月に「愛生の杜」が指定管理者と

なり、内部改装のためこれまで休館していましたが、4月19日に

装いも新たにリニューアルオープンしました。

昔ながらの品々を巧みに

使って「和」の雰囲気を

演出しています。

■レストラン・宴会

レストランを大幅改装。落ち着いた雰囲気の

掘ごたつ式の小上がりを設け、利用人数に応じ

た対応ができるようレイアウトされています。

Renewal

レストラン

Renewal

和 洋 室

Renewal

ロビー

ホテル フォレスターくりんの里
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町 長

佐藤 多一

ロ ビ ー会
計
課
長

土
井
玉
記

金 融
機 関

主
査

大
　
門

主
査

松
木（
美
）

保健福祉課長

長 良 英 俊

主
査

仁
　
部

電
話
交
換

臨
時
職
員

柳

澤

住民生活課主幹

山口善勝

住民生活課長

上野安男

保 健 福 祉保健福祉 課課総 務総 務 課課

物 品 庫
男性トイレ

女
性
ト
イ
レ
へ

福祉

地域包括支援センター健康推進 介護保険国保・後期高齢者医療

戸籍・年金電算推進 住民活動・交通

税務

林
業
研
修
会
館
へ

主
査

松
橋
（
正
）

保健福祉課主幹

鴇 田 憲 治

会会
計計
課課

１１階階
町 長 室

正面玄関

主
査

林
（
淳
）
保
健
師

泉

保
健
師

織

田

保
健
師

石

崎

主
任

相
　
内

臨
時
栄
養
士

武
田(

み
）

主
査

武
田
（
真
）

主
査

佐
藤（
み
）

主
査

江
　
草

主
任

開
　
沼

主
査

成

田

主
査

前
　
田

主
査

山
田（
新
）

主査

山田（幸）

主任

石　田

主
任榎

　

主
任

藤
　
岡

主
査

竹
　
治

主
査

伊
藤（
泰
）

主
査

船
　
木

主
任

大
矢
根

主
査

松
　
本

住 民 生 活住 民 生 活 課課

津別町社会福祉協議会に派遣

総務課主幹

房 田 敏 彦

主査

石川（勝）

主査

小野(淳)

主査

小野寺

主
査

安

瀬

主
任

青

柳

収納

総務課長

林 伸 行

総務課主幹

石 川 清 治

応 接 室

2 2 階階

主
事

石
川（
佳
）

主
査

小
野(

敏)

主
任

丸
尾（
達
）
主
査

山
田（
志
）

主
査

横
　
山

コピー室

階段

企画財政課主幹

石橋吉伸

企企 画画 財財 政政 課課 産産 業業 課課建 設建 設 課課 農農業業委委員員会会

産業課主幹

深 田 知 明

産 業 課 長

酒 井 操

農政・畜産・農業委員会住宅・公園 林政・商工観光
設計図書室

広報統計

林
業
研
修
会
館
へ

主
査篠

　
原

主
任

兼
　
平

主
査

中
　
西

主
査

藤
　
原

主
査

小
泉
（
政
）

主
査千

　
葉

建設課長

池田康博

主
査

中
　
川

主
任

西

前

主
査

近

野

主
査

佐
藤（
美
）

主
査

栗

山

主
任

迫

田

臨
時
職
員

尾
　
形

主
査

工

藤

主
任

加
藤（
端
）

主
査

五
十
嵐

主
任

松
木（
紀
）

道路・河川・バス 上下水道

企画財政課長

斉藤善己

主
任

菅
　
原 臨

時
職
員

樫
　
原

喫煙室

地域振興

企画政策

建設課主幹

鈴 木 勝

主
査

好
　
岡

主
査

阿
部
（
勝
）

臨
時
職
員

成

田

主
査

竹
　
俣

主
査

平

河

農業委員会事務局長

(産業課長兼務）

財政

私たちが担当です私たちが担当です
４月から職員の配置が変わりました。お気軽に声をかけてください。

保健師
丸尾（美）

保健師

向　平

主査
山田（英）

◎教育委員会（議事堂１階）教育長　阿部博道・学校教育課長　椛木義樹

※総務・学校教育　（主査）竹内・（主任）斉藤（尚）・北本・ 高橋

※学校給食　（主査）橋本・〔（栄養士）西内〕

◎議会・監査事務局（議事堂２階）議会・監査事務局長　細川順市

※議会・監査（主査）清野・（主任）中橋（育）

◎中央公民館　社会教育課長　金一　昇

※社会教育　（主査）森井・松橋（美）・（主任）宮脇・谷口

※児童館　　〔（教育相談・生涯学習アドバイザー）豊福〕・〔（児童教育指導員）百瀬〕

※社会体育　（主査）金野・伊成・（主任）石川（波）・中橋（正）

庁舎以外の課・担当

◎特別養護老人ホームいちいの園　園長　鈴木悦郎

※特養 （主査）梶原・土井（ゆ）・山田（善）・（主任）小泉（春）・中田・蒔田・

山本・加藤（久）・仲野・平上・梅津・郷古（恵）・島田・荒川

※デイサービス　主幹 徳田博一　・（主任）金田

◎町営バス車庫（主任）宮本・佐藤（敏）・村形・辻・秋山・長瀬・松木（繁）・川口（徹）

◎除雪センター（主任）小早川・窪田・小泉（樹）・伊藤（敏）

◎津別消防署　署長 佐久間基一 ・次長 大西正記・次長 細川薫

庁舎以外の課・担当

主
査

浦
　
田

主
査

石
川
（
篤
）

主
査

谷

津

主
査

今
　
井

主
任

横
　
内

主
事

土
　
田

主
査

今

西

管財契約

2階へ

主
査

松
木（
幸
）

主
査

伊
藤（
同
）

庶務・防災・選管

臨
時
栄
養
士

橋
本(

亜
）

主
任

小
　
川

主事

佐々木

主任

樋　口

環境衛生

1階へ

副町長

佐藤 正敏

主
査

郷
古（
康
）

2階へ

書 庫

1階へ

印 刷 室

東口 西口

居
宅
介
護
支
援
事
業
所

（案内窓口）

主
査

川
口
（
昌
）

主
査

斉
藤（
昭
）
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３
月
27
日
、
中
央
公
民
館
で
健
康
は
つ
ら
つ
講
演

会
（
町
自
婦
連
、
赤
十
字
奉
仕
団
共
催
）
が
開
催
さ

れ
、
参
加
し
た
約
１
４
０
名
が
糖
尿
病
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

初
め
に
町
の
石
崎
佐
枝
子
保
健
師
が
「
糖
尿
病
の

健
診
か
ら
の
報
告
」
を
テ
ー
マ
に
、
糖
尿
病
と
診
断

さ
れ
る
基
準
や
、
糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
た
方
の
生
活

改
善
の
結
果
を
報
告
し
、「
1
人
で
も
多
く
の
人
に

健
康
受
診
を
お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

次
に
、
津
別
病
院
の
東
直
樹
副
院
長
が
「
糖
尿
病

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
糖
尿
病
患
者
の
増
加
の
原

因
や
、
糖
尿
病

と
肥
満
の
関
係

性
、
合
併
症
な

ど
に
つ
い
て
講

演
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
体
調

管
理
の
た
め
に

体
重
計
に
1
日

数
回
乗
り
、
体

重
を
増
や
さ
な

い
こ
と
が
大
切

だ
と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

糖
尿
病
の
原
因
と
予
防
を
学
ん
だ

健
康
は
つ
ら
つ
講
演
会
開
催

全
日
本
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
快
挙

活
汲
中
学
校
が
花
村
賞
を
受
賞
！

３
月
30
日
、
東
京
で
開
か
れ
た
全
国
リ
コ
ー
ダ

ー
コ
ン
テ
ス
ト
で
活
汲
小
中
学
校
が
、
小
学
校
重

奏
と
合
奏
の
２
部
門
で
銀
賞
、
中
学
校
合
奏
で
金

賞
を
獲
得
し
、
中
学
生
部
門
で
特
に
優
秀
と
さ
れ

る
学
校
に
贈
ら
れ
る
花
村
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

報
告
に
訪
れ
た
山
田
羽
亜
奈
さ
ん
（
現
高
校
１

年
生
）
は
「
昨
年
は
緊
張
し
て
上
手
く
演
奏
で
き

な
か
っ
た
け
ど
、
今
年
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
み
ん

な
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
で
頑
張
り
ま
し
た
。
」
武
井
諒
汰
君
（
現
中
学

１
年
生
）
は
「
緊
張
し
て
途
中
で
間
違
え
そ
う
に

な
っ
た
。
リ
コ
ー
ダ
ー
は
中
学
で
も
続
け
た
い
」

と
報
告
。
佐
藤
多
一
町
長
は
「
こ
れ
か
ら
も
頑
張

っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励
し
ま
し
た
。

4月3日、全国大会で活躍した活汲小中学校の出場者代表

が町長と教育長に喜びの報告

３
月
26
日
、
林
業
研
修
会
館
で
ま
ち
づ
く
り
講

演
会
（
津
別
町
自
治
会
連
合
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
、
約
80
人
が
参
加
し
、「
ひ
と
り
の
不
幸
も
み

の
が
さ
な
い
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ

に
講
師
の
鬼
塚
弘
子
さ
ん
（
新
星
町
内
会
副
会
長
）

は
『
新
町
高
齢
者
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
　
ジ
ニ
ア
の
家
』、
も
う
一
人
の
講
師
の
嵐

慎

一
さ
ん
（
緑
町
緑
友
町
内
会
会
長
）
が
『
福
祉
活

動
の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
町
内
会
の
活
性
化

を
！
』
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

鬼
塚
さ
ん
は「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
、
高
齢
化
や
会

場
が
狭
い
。
冬
に
は
送
迎
が
必
要
」
と
話
し
ま
し

た
。嵐

さ
ん
は
、
自
治
体
で
災
害
発
生
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
こ
と
で
昨
年
北
見
で
発
生
し
た

断
水
時
の
給
水
活
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
た
な
ど

の
実
績
を
紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

４
月
10
日
、
第
７
回
全
国
小
学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会
に
参
加
し
た
４
選
手
が
町
長
室
を
訪
れ
、
大
会

成
績
を
報
告
し
、
次
回
、
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
飛
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

５
年
生
の
部
門
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
強
豪
が
参

加
す
る
中
、
河
野
斗
夢
君
と
佐
藤
雪
路
君
ペ
ア
は
予

選
リ
ー
グ
を
全
勝
で
突
破
し
、
ベ
ス
ト
32
に
入
り
ま

し
た
。
上
杉
昌
輝
君
と
細
川
源
生
君
ペ
ア
は
４
勝
２

敗
と
、
昨
年
以
上
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

４
人
は
全
国
大
会
を
振
り
返
り
「
ミ
ス
も
あ
り
、

ベ
ス
ト
な
力
を
出
し
切
れ
な
く
悔
し
い
」
と
話
し
、

「
普
段
の
練
習
に
磨
き
を
か
け
て
次
の
大
会
に
臨
み
た

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
藤
多
一
町
長
は
「
２
年
連
続
の
全
国
出
場
は
す

ば
ら
し
い
。
全
国
で
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
激
励

の
言
葉
を
４
人
に
送
り
ま
し
た
。

４月３日、津別町防犯協会（水上博会長）の関係者

が教育委員会を訪れ、新１年生33個分の防犯ベルを寄

贈しました。今年の防犯ベル「ミオマモルちゃん」は

ストラップを引くと大音量で危険を知らせます。昨年

は２件の不審者情報があったことに、水上会長は「防

犯グッズが必要なものになってきた」と話してくれま

した。8年連続の寄贈に阿部教育長は「地域社会みんな

で見守っていきたい」と述べていました。

新入学児童の安全な登下校を願い

津別防犯協会が防犯ベルを寄贈

地域力がまちを救う
80人が参加したまちづくり講演会

次
の
全
国
大
会
へ
の
飛
躍
を
誓
う

全
国
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
で
ス
マ
ッ
シ
ュ
！町長室を訪れた【左から】細川君・上杉君・河野君・佐藤君

飛
び
出
し
は
危
険
で
す

青
葉
幼
稚
園
で
交
通
安
全
を
学
ぶ

４
月
14
日
、
青
葉
幼
稚
園
で

春
の
交
通
安
全
教
室
が
開
催
さ

れ
、
町
の
交
通
安
全
担
当
者
が

園
児
た
ち
に
「
横
断
歩
道
を
渡

り
ま
し
ょ
う
」「
道
路
の
右
側
を

歩
き
ま
し
ょ
う
」「
車
の
前
や
後

で
は
遊
ん
で
は
い
け
ま
せ
ん
」

と
呼
び
か
け
、
交
通
安
全
の
ぬ

り
え
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

最
後
に
園
児
た
ち
は
交
通
安

全
の
ア
ニ
メ
ビ
デ
オ
を
見
な
が

ら
、
道
路
に
は
た
く
さ
ん
の
危

険
が
あ
る
の
で
絶
対
遊
ん
で
は

い
け
な
い
こ
と
を
教
わ
り
、
津

別
駐
在
所
の
守
山
所
長
さ
ん
と

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
約

束
し
ま
し
た
。

総
勢
１
４
１
人

寿
大
学
に
７
人
入
学

４
月
18
日
、
中
央
公
民
館
で
津
別
町

寿
大
学
の
入
学
式
と
始
業
式
が
行
わ

れ
、
今
年
度
は
新
た
に
７
人
の
学
生
が

大
学
の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

入
学
式
で
は
阿
部
博
道
教
育
長
（
寿

大
学
学
長
）
と
松
岡
洋
自
治
会
代
表

よ
り
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
入
学
生

一
人
一
人
に
学
生
証
が
交
付
さ
れ
、
学

生
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
受
け
取

っ
て
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
入
生
を

代
表
し
て
、
岩
富
の
齊
藤
哲
夫
さ
ん
が

「
学
習
と
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、
う

る
お
い
と
思
い
や
り
の
あ
る
心
を
育

て
、
よ
り
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送
り

ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
て
い

ま
し
た
。

火災をなくし安心安全なまちを

防火パレードに１２２人が参加

４月19日、春の火災予防運動にあわせて防火パ

レードが行われました。消防署前で行われた出発

式では佐藤正敏副町長が「津別では大きな火災は

最近発生していませんが、この時期は山菜採りな

どで山に入る人も多く、タバコの火などで山火事

が考えられます。火災が発生しないように防火意

識を高め、命と財産を守りましょう」と挨拶しま

した。パレードでは総勢122名が、約１時間火災予

防を呼びかけていました。



４
月
8
日
に
本
岐
小
学
校
、
11
日
は
津

別
小
学
校
、
14
日
に
は
活
汲
小
学
校
で
新

１
年
生
へ
の
給
食
が
始
ま
り
、「
と
て
も
お

い
し
い
」「
た
く
さ
ん
お
か
わ
り
す
る
よ
」

と
元
気
な
声
が
広
が
り
ま
し
た
。

津
別
小
学
校
（
竹
中
博
人
校
長
）
の
新

１
年
生
30
人
は
、
３
人
の
先
生
に
給
食
セ

ン
タ
ー
の
調
理
員
さ
ん
た
ち
が
腕
に
よ
り

を
か
け
た
給
食
メ
ニ
ュ
ー
の
三
色
ど
ん
ぶ

り
、
大
根
の
味
噌
汁
を
食
器
に
よ
そ
っ
て

も
ら
っ
た
後
、
元
気
に
「
い
た
だ
き
ま
す
」

と
声
を
合
わ
せ
給
食
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
楽

し
み
ま
し
た
。

大
勢
の
児
童
た
ち
が
お
か
わ
り
を
す
る

な
ど
教
室
の
中
は
お
い
し
そ
う
な
に
お
い

と
笑
顔
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

４
月
10
日
、
町
民
会
館
で
悲
惨
な
事
故
の
撲

滅
を
誓
う
津
別
町
交
通
安
全
推
進
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
の
事
業
所
や
自
治
会
関
係
者

の
ほ
か
、
子
ど
も
や
お
年
寄
り
な
ど
約
２
０
０

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
作
文
・
交
通
安
全
標
語
・
イ
ラ
ス
ト
の

表
彰
が
行
わ
れ
、
川
瀬
奈
都
美
さ
ん
、
佐
藤
智

恵
理
さ
ん
、
泉

勇
登
く
ん
、
山
田
羽
亜
奈
さ
ん

ら
12
人
が
表
彰
さ
れ
、
佐
藤
多
一
町
長
よ
り
表

彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日
運
動
」
の
確

認
と
各
団
体
代
表
者
の
決
意
表
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
最
後
に
安
全
講
話
と
し
て
美
幌
警
察
署

の
相
馬
洋
地
域
交
通
課
長
よ
り
去
年
町
内
で
発

生
し
た
交
通
事
故
に
つ
い
て
の
安
全
講
話
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

悲
惨
な
交
通
事
故
の
撲
滅
を
誓
う
！

交
通
安
全
推
進
町
民
大
会
開
催

大
き
な
声
で
「
い
た
だ
き
ま
す
」

新
１
年
生
の
給
食
が
始
ま
る

交通作文の部で最優秀賞を受賞した川瀬奈都美さん

３
月
30
日
、
で
て
こ
い
ラ
ン
ド
を
会
場

に
地
球
環
境
を
考
え
る
ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
i n

つ
べ
つ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ

ン
ト
は
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
開
催
99
日
前

の
こ
の
日
に
、
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
火
の
中
で

将
来
を
考
え
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

最
初
の
大
正
琴
演
奏
で
は
、
各
地
で
活

動
を
続
け
て
い
る
奈
々
華
さ
ん
と
そ
の
仲

間
た
ち
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
の
フ
ァ
ン
タ
ジ

ア
な
ど
ア
ン
コ
ー
ル
を
含
む
５
曲
を
披
露

し
、
会
場
内
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
続
い
て
大
和
田
妙
子
さ
ん

の
読
み
聞
か
せ
が
行
わ
れ
「
さ
ん
ね
ん
峠
」

や
「
カ
ッ
パ
と
ひ
ょ
う
た
ん
」
な
ど
歌
を

交
え
な
が
ら
楽
し
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

環
境
問
題
を
み
ん
な
で
考
え
る

ガ
イ
ア
ナ
イ
ト
I N
つ
べ
つ
開
催

名
誉
の
授
章

津
別
消
防
団
長
官
表
彰
に
輝
く

竿頭綬を手にする新山消防団長（写真右）

３
月
７
日
、
美
幌
・
津
別
広
域
事
務
組

合
津
別
消
防
団
は
、
東
京
の
日
本
武
道
館

で
開
催
さ
れ
た
自
治
体
消
防
60
周
年
記
念

式
典
に
出
席
し
、
消
防
庁
長
官
表
彰
竿
頭

綬
（
か
ん
と
う
じ
ゅ
）
を
授
章
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
長
年
郷
土
防
災
の
た
め
、
組

織
、
消
防
施
設
の
強
化
に
努
め
、
地
域
住

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産
の
保
護
に
努
め

た
功
績
に
よ
り
消
防
庁
よ
り
表
さ
れ
ま
し

た
。表

彰
さ
れ
た
こ
と
に
新
山
団
長
は
「
と

て
も
名
誉
な
こ
と
。
歴
代
の
消
防
団
員
や

署
員
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
の
授
章

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
は
気
持
ち
を
新
た

に
消
防
活
動
に
ま
い
進
し
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

高齢化が進み、現在、認知症の方々は全国で170万人

にもなるといわれ、65歳以上の高齢者の15人に１人の

割合になっています。津別町の場合も、約200人の認知

症のお年寄りが地域や施設で暮らしています。

私たち一人ひとりが認知症について知り、接し方など

を正しく理解することができれば、認知症の方やその家

族の方が地域で安心して暮らすうえでとても心強いこと

です。

今、日常の暮らしの中で認知症の方を見守り、支える

人（認知症サポーター）を100万人養成しようという

「認知症サポーター100万人キャラバン」が、全国でス

タートしています。

ぜひ、あなたも認知症サポーターとして、この活動へ

の参加をお願いします。

認知症サポーター
100万人キャラバンとは ??

消防職員を対象にした養成講座認知症サポーターとは ??

認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守る応援者

です。たとえば、友人や家族にその知識を伝える、認知症になっ

た人や家族の気持ちを理解するように努めるなど、日常生活を通

して自分のできる範囲で手助けします。

認知症サポーターになるには ??

認知症サポーター養成講座を受講すれば、だれでも「認知症サポ

ーター」になれます。受講者には、認知症サポーターの証である

「オレンジリング」が配布されます。

認知症サポーター養成講座を開いてみませんか??

現在、職場や自治会、趣味のグループなど団体や地域の人を対象

にした認知症サポーター養成講座の開催を呼びかけています。

講座に要する時間は、おおむね1時間から1時間半が目安となって

おり、認知症についての基礎知識や認知症の人への対応の仕方等

を学びます。

いつでも、どこでも、

何人からでも開催できます

認知症サポーターの証でもある

オレンジリング

認知症の人とその家族を支え、誰もが暮らしやすい町をつくるため

申し込み・問い合わせ先 津別町地域包括支援センター（役場内）

電話　７６－２１５８（直通）



さ
ん

幼
い
頃
、
親
の
入
植
で
栃
木
県
か
ら

小
清
水
町
に
移
り
住
む
が
、
農
家
の
生

活
は
と
て
も
貧
し
く
、
厳
格
な
父
に
は

何
か
あ
る
と
直
ぐ
に
火
鋏
で
叩
か
れ

た
。
10
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
た
浜
小
清
水
の

学
校
へ
は
兄
た
ち
に
背
負
わ
れ
て
通
っ

た
思
い
出
が
あ
り
、
当
時
は
訓
練
だ
か

ら
と
、
山
で
薪
を
集
め
た
り
木
の
実
か

ら
油
を
採
っ
た
り
さ
せ
ら
れ
た
。

卒
業
後
は
、
服
の
仕
立
屋
で
３
年
ほ

ど
働
く
が
、
訳
あ
っ
て
菓
子
店
で
働
く

弟
と
お
互
い
の
仕
事
を
交
換
す
る
こ
と

に
な
り
、
そ
の
後
は
菓
子
屋
の
機
械
を

扱
う
職
人
と
し
て
札
幌
、
帯
広
、
旭
川

な
ど
で
指
導
を
し
な
が
ら
、
北
見
を
経

て
津
別
の
松
田
飴
屋
（
現
在
の
ロ
マ
ン

ス
製
菓
）
で
働
く
こ
と
に
な
っ
た
。
定

年
ま
で
30
年
近
く
に
わ
た
っ
て
お
菓
子

づ
く
り
の
仕
事
に
か
か
わ
り
、
工
場
が

現
在
の
達
美
に
移
転
し
た
際
に
も
「
松

田
さ
ん
と
は
喧
嘩
も
し
な
が
ら
遅
く
ま

で
機
械
設
置
や
配
管
溶
接
な
ど
を
し
た

も
の
だ
」
と
懐
か
し
そ
う
に
話
を
し
て

く
れ
た
。

定
年
後
、
縁
あ
っ
て
美
幌
の
建
設
会

社
で
働
き
始
め
た
が
、
津
別
の
下
水
道

や
護
岸
工
事
、
林
道
造
成
に
も
携
わ
り
、

そ
の
お
陰
で
「
山
菜
の
あ
る
場
所
は
、

ち
ゃ
ん
と
頭
に
入
っ
て
い
た
よ
」
と
笑

う
。
開
発
の
除
雪
セ
ン
タ
ー
に
移
っ
て

か
ら
は
、
国
道
の
除
雪
や
維
持
作
業
の

仕
事
を
行
い
、
大
雪
で
昼
夜
を
問
わ
ず

働
い
た
思
い
出
を
昨
日
の
こ
と
の
よ
う

に
真
剣
な
表
情
で
語
っ
て
く
れ
た
。

今
は
仕
事
を
離
れ
、
孫
が
10
人
、
小

学
校
に
通
う
ひ
孫
も
い
て
、
居
間
の
壁

に
は
孫
の
写
真
が
名
前
付
き
で
た
く
さ

ん
飾
ら
れ
、「
も
う
覚
え
ら
れ
な
い
か

ら
」
と
満
面
の
笑
み
。
話
を
伺
う
隣
の

台
所
に
は
、
昔
子
育
て
中
に
使
っ
た
３

升
炊
き
の
釜
が
残
さ
れ
て
い
て
「
と
に

か
く
半
端
で
な
い
金
が
か
か
っ
た
よ
」

と
言
い
、
横
で
静
か
に
う
な
ず
く
奥
さ

ん
の
姿
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
が
忍

ば
れ
た
。

以
前
は
温
泉
巡
り
や
海
釣
り
が
好
き

で
行
っ
て
い
た
が
、
腰
を
悪
く
し
て
か

ら
は
愛
犬
「
チ
ー
タ
ー
」
と
の
散
歩
が

日
課
で
、
孫
た
ち
の
来
訪
を
心
待
ち
に

し
て
い
る
毎
日
と
い
う
。

おの　りょうへい　さん/昭和６年栃木県で生まれる。/
妻 妙子さんと２人暮らし/７６歳 /達美在住

仕
事
一
筋

体
力
が
勝
負

小
野
　
良
平

【361】

お問い合わせ †76－2151 税務担当（内線 220・221）
収納担当（内線 218）

町
の
税
金
は
、
北
見
信
金
津
別
支
店
（
役

場
派
出
所
・
本
店
・
支
店
）、
網
走
信
金
津

別
支
店
、
津
別
農
協
、
北
洋
銀
行
美
幌
支
店
、

道
内
全
て
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）
で

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

納
付
忘
れ
が
な
く
な
り
ま
す

「
日
中
は
仕
事
で
金
融
機
関
に
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
」「
納
付
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま
う
」

方
は
、口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
ぜ
ひ
お
勧

め
し
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
預
金
口
座
か
ら

振
替
に
よ
っ
て
納
税
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、
納

付
忘
れ
も
な
く
な
り
と
て
も
便
利
で
す
。

手
続
き
は
と
て
も
簡
単
で
す

手
続
き
は
、
口
座
振
替
を
す
る
口
座
の
印

鑑
、
預
金
通
帳
と
納
税
通
知
書
を
持
参
し
て

町
内
の
各
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
振
替
口
座
の
変
更
が
な
け
れ
ば
毎
年

手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
口
座
振
替
の
手
続
き
を
さ
れ
た
日

に
よ
っ
て
は
、
直
後
の
納
期
限
に
間
に
合
わ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
の
際

に
は
金
融
機
関
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
の
納
付
は
口
座
振
替

制
度
の
ご
利
用
を

５
月
は
固
定
資
産
税
第
１
期
、
軽
自
動
車

税
全
期
分
の
納
付
月
で
す
。
納
期
限
は
６

月
２
日
（
月
）
で
す

津
別
町
に
は
た
く
さ
ん
の
お
年

寄
り
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
一
人
で

暮
ら
し
て
い
る
方
が
何
人
い
る
か
ご

存
じ
で
す
か
？

津
別
町
の
人
口
約
６
１
０
０
人
の

う
ち
、
約
３
４
０
人
が
65
歳
以
上
で

一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
お
年
寄
り
の
方
々
が
、
安
全

に
一
人
暮
ら
し
を
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
人
達

が
活
動
し
て
い
ま
す
。

定
期
的
に
お
年
寄
り
の
家
に
伺
っ

て
元
気
な
様
子
を
確
認
す
る
こ
と
も

活
動
の
一
つ
で
す
が
、
こ
の
時
事
故

や
病
気
で
動
け
な
い
、
話
せ
な
い
お

年
寄
り
を
発
見
す
る
と
き
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
緊
急
時
に
、
家
族

が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
、
連
絡

先
は
ど
こ
な
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ

ば
、
病
院
へ
運
ぶ
と
き
や
治
療
な
ど

に
も
支
障
が
出
て
き
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
、
一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

家
族
と
暮
ら
し
て
い
る
方
も
元
気
な

う
ち
か
ら
連
絡
先
を
決
め
、
い
つ
も

見
え
る
と
こ
ろ
に
張
っ
た
り
、
自
分

以
外
の
人
に
も
分
か
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

◎
連
絡
先
の
例

・
自
分
の
名
前

・
生
年
月
日

・
か
か
り
つ
け
の
病
院
・
電
話
番
号

・
第
一
連
絡
先
の
相
手
氏
名

・
そ
の
人
の
住
所
・
電
話
番
号

・
そ
の
人
の
勤
め
先
・
電
話
番
号

・
第
二
連
絡
先
の
相
手
氏
名

・
そ
の
人
の
住
所
・
電
話
番
号

・
そ
の
人
の
勤
め
先
・
電
話
番
号

・
右
記
以
外
の
必
要
と
思
わ
れ
る
こ

とそ
の
他
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
入

院
後
必
要
と
な
る
健
康
保
険
証
、
現

金
、
通
帳
、
印
鑑
な
ど
は
自
分
以
外

の
人
（
家
族
や
連
絡
相
手
な
ど
）
で

も
持
参
で
き
る
よ
う
に
保
管
方
法
を

工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
血
圧
や
心
臓
の
持
病
が
あ
る

方
、
糖
尿
病
で
治
療
中
の
方
な
ど
は
、

体
調
の
変
化
が
起
こ
り
や
す
い
の
で
、

普
段
か
ら
の

通
院
や
内
服

治
療
を
き
ち

ん
と
継
続
す

る
こ
と
が
大

切
で
す
。

今
年
の
４
月
か
ら
津
別
町
役
場
に
勤

務
し
て
い
る
佐
々
木
裕
也
さ
ん
に
お
話

し
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
、
保
健
福
祉
課
で
生
活
保
護
や

高
齢
者
支
援
に
関
す
る
業
務
を
担
当
。

職
場
の
雰
囲
気
は
、「
明
る
く
、
活
気

が
あ
っ
て
町
民
の
人
達
が
入
り
や
す
い

雰
囲
気
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
北
見
出
身
で
、
北
見

北
斗
高
校
卒
業
後
、
北
海
道
教
育
大
学

旭
川
校
へ
進
学
。
中
学
時
代
か
ら
陸
上

を
始
め
、
高
校
、
大
学
で
も
陸
上
部
に

所
属
。

今
で
も
趣
味
と
し
て
走
る
こ
と
が
好

き
で
、「
１
回
で
10
キ
ロ
は
走
る
！
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。。

最
近
の
出
来
事
で
印
象
深
い
こ
と

は
、
４
月
１
日
の
大
雪
だ
そ
う
で
す
。

初
出
勤
日
で
も
あ
る
日
に
、
大
雪
の
中

を
歩
い
て
出
勤
し
て
い
た
と
こ
ろ
佐
藤

多
一
町
長
が
運
転
す
る
車
に
乗
せ
て
も

ら
い
一
緒
に
出
勤
し
た
こ
と
だ
そ
う
で

す
。今

後
の
目
標
は
、「
早
く
仕
事
に
慣

れ
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
た

い
。
私
生
活
で
は
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に

出
て
結
果
を
出
し
た
い
。」
と
終
始
笑

顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

走
る
こ
と
が
好
き
で
や
め
ら
れ
な
い
で
す
！

佐
々
木
　
裕
也
　
さ
ん

ささき　ゆうや さん／昭和６０年７月生まれ　

北海道教育大学卒業後、津別町役場に勤務／共和

も
し
も
の
時
の
連
絡
先
は
？
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